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   This is a case report of chondromyxofibrosarcoma in the right spermatic ord of a 
28-year-old male. 
   Around three hundred cases of the spermatic cord tumor have been reported in Euro-
pean countries. The illustrated case is the thirty-fourth of the spermatic ord tumor and 
the third case of mixed tumor in Japan, the first case of the latter was reported by Yoshida 
and the second by Miyagi.
緒 言
精索腫瘍は きわめ て稀 れな疾患 であ り,現 在
迄,良性,悪 性を含め て,欧 米では約300例,
本邦にあつては,約30数例内外の報告が あるに





る.又本邦におけ る報告集計 は,市 川 ・大田黒
によれば,25例(1957),更にそ の後の報告 も
含めての並木 ・久住 の32例(1958),が発表 さ
れて居る.内 容の詳細 は何れ後述す る.
吾 々は最近,右 精索 に発生 した肉腫様変性 を
伴つた混合腫瘍Chondromyxofibrosarcoma
の11例を経験 したので,1958年,並木 久住 の
精索線維 腫 に次 ぐもので あれば,本 邦第34例
















































に醗転,ヘ ルニア根治術術式に慣い,内 鼠径輪 に近






































精索腫 瘍は別表(1)の如 く分類 されて居 る.精
索腫瘍の発表 はCloquet(1819)によつ て始 め
て報告 されたが,此 の報告は後にPate1-Cha-
1ier(1914)がヘル ニァ性脂肪腫 で真性 の精索腫
瘍でない ことを指摘 した.そ の後本症の研究は
主 として英仏米派 に依つてすすめ られ,今 日確
実 な第1例 はLesauvage(1845)の症例とみな
され て居 る.19世紀後半 に入つ て,多くの症例報
告,並びに総括 的研究が行われ てい るが,本腫瘍
の研究に対す る基礎を なす ものは,Pateland
Chalier(1909)の業績で ある.彼 に よると文
献上の症 例を集収 し,自 験例を加 えた110例に
就いて,検 討 し,脂 肪腫37,肉 腫22,混 合腫







した本腫瘍 の集計 的観察並びに症 例 報 告 があ





























































Biorn(1955)の横絞筋 腫例を加 えて,外 国文




胞肉腫が第1例 と して報告 され て居 るが,其 の
後,土 屋 ・神藤 がMyxomの 自験例を報告,
それと共に完全 な文献的追求,総 括 的な論 説を
発表し,本邦 に於け る精索腫 瘍の研究基礎 を確
立した.其 の後 の原著報告を含めて,1958年並
木・久住の報告に加 えて現在33例の報告 をみ る.
精索腫瘍として文献 に現われ た症 例 の 内 容
は,Schulte,McDonald,Priestly(1939)(別
表2)の243例 の集計 によると,良 性腫瘍159
例,約710/o,悪性腫瘍65例,約2796であ り,本
邦1957年,並木 ・久住の集計 に百瀬 島崎の横
絞筋腫 を加 えて33例の内容は,良 性腫瘍25例,
75.8%,悪性腫瘍8例,24.20/。であつて,内 外
文献的比率は,良 性悪性 に関 してほぼ一致 して
居 る.精 索腫瘍 の内容は別表3,4,5の 如 く,
良性腫瘍中Lipomaが圧倒的多数で,欧 米 に
あってはSchulte等の247例中,90例,36.4
%,本 邦33例中14例,42.4%を示 して居 る.一
方悪性腫瘍ではSarcomaが その大多数で あ
り,欧 米 の65例中62例がsarkomat6sなもの



























































































































(註) 1957年,並木 ・久住の集計に百瀬 島崎の横紋筋腫例を追加,
松 浦 ・大熊 一 精 索 混 合 腫瘍(Chondromyxofibrosarcoma)につ い て
・ciあり,本邦にあつ ても8例 中7例 がSarco-
ma'・である.
一般に混合腫瘍とは,腫 瘍が2種 以上の組 織
成分より成 るものを混合腫瘍 と称す る・ これは
2～3種の細胞 を有す る簡単 な ものもあるが,
時として屡 々複雑 な組織像を示 し・碕型腫Te-
ratomaと呼ばれ,甚 しきは胎児 に近 い構造を
有するものもあ り・ これは胎児腫Embryoma
と呼ばれる.あ きらかに3胚 葉性成分 よりなる
ものを特に三胚葉腫Tridermomaと 呼ばれ
る.かかる腫瘍 は発生異常 のために生ず る迷 芽
に依る事が多いとされて居 る.こ れは胚葉の分
化が尚進んでない時期に其 の一部が正常細胞の
連絡より離れて迷入 し,後 に種 々の細胞に分化
増生するものと考 えられ て居 る.混 合腫瘍に見
られる組織成分には,成 熟型 と未熟型 との区別
がある.一般に混合腫瘍殊に其 の複 雑 な も の
は,発生機転の複雑 な部位に生ず る事が多いと
されて居 る,こ れは異つた組織接合部,或 は種
々の細胞を生成 し得 る性状を有す る生殖 腺等 に
屡々発生するとされて居 る.即 ち睾丸,卵 巣,
腎臓,口腔,神 経系統,皮 膚等で ある.




















甦 麸の如 く,複 雑性混合腫瘍 と も呼 ぱれ,そ
525
の用 語の示す通 りきわめて概念的な名称であつ
て,す くな くとも3胚 葉の諸成分を具備す る複
雑 な混合腫瘍 と云 う事になつて居 る.




ves及び彼の協同者は3要 素 の中少 くとも2要
素を有す る3胚 葉 層の組織を含有する腫瘍に対
しては,崎 型腫と云 う語を使用す ることは差 し
ひかえたいと主張 した.DreyfussandLub-
ash(1940)が此 の群 の定型的な1症 例を脂肪
骨線維 肉腫 として報告 した.又 彼等は骨形成 を
伴つた精索悪性腫瘍症例を引用 し,精 素の混合
腫瘍 も普通の肉腫 と同様の臨床経過 を辿 る事を
述べ て居 る.
1955年,市川 ・大 田黒 は精索の神経鞘腫 の症
例報告 に併わせて,精 索腫瘍 の文献 的考察を行
い,1955年現在欧米における本腫 瘍の統計的観
察 を行つ て,Rubashow(1927),Strong(1942)
の発表に検討 を加 え,更 にStrOIlg以後の文献




その後に2例,併 わせ て21例で ある.
一方本邦 にあつては,先 述 の並木 久 住 の
1957年集 計に百瀬 一島崎 の精索横絞筋腫を加え
て,良 性腫瘍25例,悪性腫瘍8例 と33例の報告
が ある.そ の中混合腫瘍 として発表 された もの
は1924年吉 田,1937年宮木 の2例 のみであ る.
吉 田の報告は組織学的 に線 維嚢腫 として記載
してあり,又 宮木の報告 は,精 索腫瘍 よりの転
移症 例であつ て,報 告者 の原発巣探 索 に よ る
と,右 精索 に発生 した中胚葉性細胞を主とした
未熟 な胎生期細胞 よりなる混合腫横絞 筋肉腫及
び粘液腫様変化 として記載 して居 る.
以 上で大体精索腫瘍の文献的概略を述べ て来
たが,精 索の混合腫 瘍として,明 らかに記載 の
あ るものは欧米ではBenigllmixedtumor18
例,MixedSarcoma21例,併わせて39例,本
邦 にあつ ては先述 の2例 のみであつ て,吾 々の
症例は第3例 目である.本 症 例は組織標本が明
526 松浦 ・大熊 一 精 索 混合 腫 瘍(Chondromyxofibrosarcoma)につ い て
らかに示す如 く.Chondromyxofibrosarcoma
と してそれぞれ3つ の異つた要 素を具備 し,而
も肉腫様変性を伴つた稀れな1症 例と考 える,
本邦混合腫瘍 の2例 は,何 れ も集計的に良性
腫瘍 として扱 われ て居 る様 であるが,少 くと も
宮木の報告例の示す如 く,精 索腫瘍(原 発巣)
捌 出後,1年 余 にして,後 腹膜腔 リソパ腺 を主
とせ る全身的転移に依 り死亡 して居 る.吉 田の
報告は詳細 を知 り得ないが,少 くな くと もこれ
らの混合腫瘍がsarkomat6sなもので ある以
上,Dreyfuss,Lubashが骨形成 を伴 う精 索
混合腫瘍 の他,2症 例 を引用 して,精 索 の混合
腫 瘍 も普通 の肉腫 と同様 の臨床経過 を辿 ると提
言 した如 く,や は り悪性腫瘍 の範 ちゆ うに入 れ
て,臨 床的に取 り扱われ るべ きもの だ と 考 え
る.吾 々の症例 もその心算で今後 の観察を続 け
て行 きたいと考 えて居 る.
結 語
1)最 近非常に稀有 な る精 索 の 混 合 腫 瘍
Chondromyxo丘brosarcomaを経験 したので
報告 した,
2)本 症例は吉 田,宮 木 に次 ぐも の で あ れ
ば,混 合腫瘍 として本邦第3例 目である.

































14)吉 田:日 外 誌,25:8,1924.
15)岩 下:目 泌 尿 会 誌,22=652,1933.
16)宮 木:岡 山 医 会 誌,50=508,1938.
17)土 屋 ・神 藤:体 性,27:1014,1939.
18)土 屋 ・神 藤:体 性,28=43,1940.
19)土 匿 ・神 藤=日 泌 尿 会 誌,31:9,1941.
20)山 藤=日 泌 尿 会 誌,46:225,1955,
21)斉 藤:日 泌 尿 会 誌,47;413,1956.
22)百 瀬 ・島 崎:日 泌 尿 会 誌,48;399,1957.
23)市 川 ・大 田 黒:日 泌 尿 会 誌,48=645,1957.
24)並 木 ・久 住=日 泌 尿 会 誌,49=153,1958.
25)大 野 章 三:病 理 学 提 要,202～204,南 江 堂,
1942,












松 浦 ・大 熊 一精 索 混 合 腫 瘍(Chondromyxofibrosarcorna)につ い て















組 織 標 本Chondromyxofibrosarcorna.
ChondromaMyxomaFibroma
議灘
